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PC (32: 0)と同定された。これらのMALDI-IMSの結

果から， 再発したトリプルネガテイプ乳がん組織では，

非再発群よリもPC (32 : 1)の発現量が間質領域よリも

多く， 同時に再発予測因子の候補となる可能性が示され

た。

おわりに

乳がんの 手術検体を用いたMALDI-IMSによる脂質の

可視化について解説したが， がん領域と間質領域が混在

する手術検体の ような場合に， とても有効な解析手法で

あることがわかっていただけたら幸いである。実際に，

日本脂質生化学会では「LipidBank」という生理活性脂質

デ ータペース を公開し ，質量分析イメ ー ジングのデ ータ

＃文 献

1)瀬藤光利（糾） ． 質屈紆i微鋭法 ． 東京：丸↑窮出版株式会社：
2012. 

2) 4;j島健児 ． 瀬藤光利 ． リボクオリティの可視化 ． The Lipid. 
2019: 136: ()7-7-1. 

3) Abalsamo L. Spadaro F, Bozzuto G. ct al. Inhibition(）「
phosphaticlylcholine←specilic phospholipasc C results in
loss or mrsrnchymal traits in metastatic brrast cancrr 
cells. Breast Cancer Res. 20 I 2 ; 1-1 : R50. 

4) Baumann J. Sevinsky C, Conklin OS. Lipid biology or 
breast cancer. Biochim Biophys Acta. 2013: 1831 :

1509-17.
5) He M, Guo S, Li Z. In situ characterizing membrane lipid 

phenotype o「breast cancer cells using mass spectrometry 
profiling. Sci Rep. 2015 ; 5 : I 1298.

脂質の可視化

も拡大中であリ(http://lipidbank.jp/）， データの蓄積

に伴いその 解析も重要性が増している。われわれの国際
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